
中学部の実践

一人一人の生徒が主体的に活動する

ことができる授業を目指して

-生活単元学習における個別の指導計画を生かした授業づくり-
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回 主題設定の理由

1はじめに

わたしたちは,これまでにも,生徒一人一人に応じた

指導の充実を図るためには　個別の指導計画が必要であ

ると感じながら作成してきた｡ところが,実際は｢個別

の指導計画を作成すること｣自体が目的となってしまい

作成した個別の指導計画を日々の授業に活用することが

できていなかったのではないか･ ･ ,｡

そんな悩みを抱えながら実践を進めてきた｡

2　教師にとって･

わたしたち教師は,生徒一人一人に応じた指導の充実を図りたいと願っている｡より一人一人に

視点を当てた実践に取り組んでいくためには,それぞれの生徒の実態を的確に把握し,それぞれの

課題を明らかにする必要がある｡しかし,実際の指導の場面を振り返ってみると,授業づくりにお

ける｢一人一人に応じた指導の充実｣の大切さは感じてはいながらも,そのような指導が生徒にと

って十分に保障できていなかったのではないかと感じる｡それはなぜだろうか｡

本校の中学部の授業形態を見ると,教科担当制であったり,学年を解いたグループ別での学習を

進めることが多かったりして,すべての教師が,担任以外の生徒を指導する機会を多く持っている｡
＼

しかし,個別の指導計画は担任を中心に作成されており,そのため学部の教師間で十分に生徒につ

いて把握できずに, ｢この生徒にとって何が大切か｣をはっきりととらえきれないまま,担任以外

の生徒の指導に当たっていたのではないだろうか｡結果として,一人一人に応じた指導の場を提供

することができなかったり,生徒に応じた指導が教師間で異なったりして,指導の継続性や一貫性

が図れていなかったように思われる｡

そこで　教師間で十分に検討を図りながら作成した個別の指導計画を,互いにしっかり認識し合

い,それを生かしながら,より一人一人に応じた指導ができるような授業を全員で作っていきたい

と考えた｡
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3　中学部の生徒にとって

本校の申学部の生徒たちは,自分の興味･関心のあることや見通しの持てる活動に関しては意欲

的に取り組む様子が見られる｡しかしその反面,見通しが持てないことになると活動が滞ってしま

ったり,見通しが持てて自分でできる力を持っているにもかかわらず,自分で考えようとせずに,

他の人にやってもらおうと依存的に怠ってしまったりする姿も見られることがある｡

また,申学部段階になると,自我の発達も見られ,自己の主張が明確になり,生徒によっては興

味･関心､の対象がより個性的,社会的恵ものへと移行してくる時期でもある｡こういった生徒の個

悼,興味･関心,意欲などに関しては,個別の指導計画の作成を通して,一人一人の生徒の生活に

十分に目を向けて把握していく必要がある｡それらを踏まえた上で　生徒の個性,興味･関心,意

欲窓とを十分に尊重して学習活動を展開していくことが大切である｡そうすることで生徒はより主

体的に活動することができるのではないかと考える｡

ここで,わたしたちがとらえる｢主体的な姿｣とはどんなものか押さえておきたい.

☆主体的な姿☆ ��

活動に見通しを持ち(何をするかが分かり), 

自分なりに気付いたり,.考えたりしながら 

自分から行動している姿 

｢活動に見通しを持つ｣,といっても,生徒の特性によってその手掛かりが異なってくるであろ

う｡聴覚面からの理解が優位である生徒は,これから何をするのか話を聞き,内容を把握すること

ができれば取り組んでいけるであろう｡一方,聴覚面よりも視覚面からの理解が優位である生徒に

とっては,写真カード等を見てイメージが持てると内容を把握することができるだろう｡このよう

にしながら,活動に見通しを持てるようにする(何をするのかが分かるようにする)ことが大切で

ある｡

いずれにせよ,生徒自身が主体的に活動しようとする態度を育てていくことば　生徒にとってよ

り自己実現的な生活の基盤となり,豊かな生活へと結び付いていくであろうと考えている｡

これらのことは,学部の教育目標や目指す生徒像にも押さえている内容である｡

本校中学部の教育目標 

すこやかな心と体を持ち,実際の生活に生かすことのできる基礎的.基本的な内容を進んで身 

に付け,共に力を合わせながら,実践的.主体的に活動しようとする生徒を育成する. 

中学部のめざす生徒像 

明るく元気で,力を合わせ,主体的に活動しようとする生徒 
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4　穏業で･

今次研究では,個別の指導計画を生かした授業づくりを,学年を解いた学習集団を編成すること

の多い｢生活単元学習｣の授業を通して追究することにした｡

生活単元学習とは･ ･ ･

生徒が生活上の課題処理や問題解決のための一連の目的的活動を組織的に経験すること

よって,自立的な生活に必要な事柄を実際的･総合的に学習するものである｡

メ隻日日〇〇〇〇〇〇〇°, ��

特に中学部段階では..- 

中学郡では生徒の興味.関心が身近な人々や,初歩的な社会現象や事柄に向かいつつ 

あることから,身の回りの人や物,集団へかかわる意欲を高めるような内容を中心に,社 
…会とのかかわりに関する内容なども盛り込みながら,年間の単元配列を考えているo 

そこで,日常生活に密接にかかわる内容については,より,実践的,実際的に取り組むことが重

要である｡また.学校だけでなく家庭や社会生活においても達成することが期待される内容につい

ては,具体的な手立ての在り方を,保護者とともに考え情報提供し合えるように連携を図り,学校

と家庭での一体化した取組が必要となってくる｡保護者間との連携も十分に図りながら,授業づく

りをしていきたい｡
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では,このような生活単元学習の授業の中で,一人一人の生徒がよ1り主体的に活動できるように

していくためには,具体的にどのような手立てを検討していけばよいのであろうか?

これについては,前次研究における以下の観点を踏まえておきたい｡

前浜研究における(主体的_｣に活動できるための観点

①　一人一人の課題を明確にしておくこと

②　生徒が自己選択,自己決定できる場を設定すること

③　活動の予告,教材･教具の工夫,学習の場の設定の工夫等を行い,生徒が活動の

見通しを持ちやすくすること

④　ヒントの出し方(いつ,どのように,何を)について,生徒一人一人の特性(視

覚優位･聴覚優位等)に応じた手立てを考えること

⑤　手立てを段階的に示せるように,複数用意することで生徒が自分で気付いたり,

考えたりできるようにすること

これらの観点について今次研究でも継続して取り組んでいきたいと考える｡特に, ①や④, ⑤に

ついては重点的に取り組んでいく必要があると考える｡それは,これまで述べてきたように,
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以上2点が挙げられるためである｡

このように,わたしたちは生徒にとって大切に考えたいこと,ねらいたいこと,また,実際の授

業場面では,生徒がより主体的に活動することができるための具体的な手立ての在り方はどうあれ

ばよいのかということを,教師間はもちろん,保護者とも一緒に検討し,共通理解を図りながら,

一貫した指導,継続した指導を図っていきたいと考える｡
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個別の指導計画を活用しながら,-一人一人の坐従がより主体的に活動する 

ことができるような生活単元学習の授業づくりをするo 

生活単元学習において,教師間,及び保護者との連携を図りながら個別の指導計画を生かし 

以下のような視点も加えて検討を行い,授業づくりの実践を深めていくことができれば,生徒 
一人一人がより主体的に活動することができるのではないだろうかo 

･生徒一人一人にとって大切にしたいことやねらいたいことを明らかにする○ 

･一人一人の生徒が自分で気付いたり,考えたりすることができるような,より適切な 

手立ての在り方を明らかにする. 

教師聞,及び保護者との連携を図り, 

個別の指導計画を生かしながら, 

研究内容1研究内容2 ･授業づくりにおいて,生徒一人一人一人の生徒が自分で気付い 

一人にとって大切にしたいことやたり,考えたりすることができる 

ねらいたいことを明らかにする○ような,より適切な手立ての在り 

方を明らかにする○ 
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回 研究方法

保護者と.I. Ii 

｢教育的ニーズを語る会｣等 

個別の指導計画の作成 

漢音臆た闘看 
4 

{こニー 

学部ミーティング 

学級担任同士で検討 (P65) S 曇｢重点目標｣ 

r〝短期別等の検討 

指導計画の検討 ��剏､究内容I 一人一人にとって大切にしたいこと 

(P66-67) 単元全体の目標の検討 指導計画の検討 劔ねらいたいことを明らかにするC については,個別の指導計画の作成 

段階から生徒一人一人の個人目標の 設定に至るまで一連の流れで検討が /:- 

frt � ��R�行わわる.付せんを活用した教師間 の検討作業を適宜行う｡ 
｣ ��

生徒一人一人の指導目標の設定 

(p66)iー付せん大作戦別 

教師間による共通理解-｣ 
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聞く一一匡国 全教師による検討 侈Hｸi>�vT亦�
生徒が自分で気付いたり,考えたりできるよう 

な,より適切な手立ての在り方を明らかにする. 

については,段階的な手立てに関して,教師間 

(P73) lケースワークはる検討I �,ﾈﾉ�:(.)]ｸﾎﾈ�(,h,ﾉ��ﾆx/�,ｨ+X,Hﾉ�:(+x.薬�

特に,連絡カードによる評価など家庭との具 

体的な連携をフィードバックさせて手立てを深 

-日常的な会話の中で瞥 �-�,H*(*ﾒ��

鴨 i 兢ｸﾎﾈ�(,h,ﾈｾ��ﾉ4�,延�ﾆr���sB��Y��xﾙ*�,R�Y6�ｨﾕｨ,ﾉ�xﾇﾘ,ﾈﾝｸ,��

指導計画の反省 

(P75) 剄XにVTRや写真を見ながら 

指導目標の反省 剋�ﾆの様子を参観しながら 

指導計画の反省 各学習グループの反省 .ヽJ ▼ 単元ごとの ー連絡カート (P78) 顔 刹ｳ材.教具を紹介しながら 

--一一十一一一一__ ー:∴ 個別の指導計画へ..(P79) 

1≡≡≡≡≡重畳i匡≡ 
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回 研究の実際

1授業づくりの流れ

図1は作成した個別の指導計画を生かし,保護者や教師間で連携を図りながら授業づくりを行っ

ている流れについてまとめている｡

三Ih

三雲!

計

展

個別の指導計画の作成と共通理解 

価 白�

指導計画の検討' 佛(饕�保 

･単元における指導目標と主な学習内容など単元構成の検討 

(基本的には年間指導計画における単元配列に即して,個別 

の指導計画から見えてくる全体的恵特徴を踏まえ検討するo) 

I 

単元における個人の目標の設定と共通理解 

･個別の指導計画から見えてくる全体像を踏まえ,重点目標 

別 �� �.)%ｨｯｩmｩUrﾈ-ﾈ+ﾘ,ﾘｻ8孜4�6ｨ�ｸ5�/�ｮ�,痛%�ﾋ8,�*�*�.冦ｩUr�

の 描 鷲 劍,h�.x+Xﾘx.ﾘ+�,I�ﾙ.�+x.停�佩ﾂ��"�ﾆ��

り 

授業担当者ミーティング 

請 劒Y�i6ｸ*ｨﾌ)�ﾉmｩUx/�$)�ﾈ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,鎚-ﾈ+ﾚ(ﾊ��

画 劔,ｨ+X*ｨ鰄,H.�.h*H,�:(ｴ9WH*(+ﾘ.なﾖﾈ*h+ﾘ.�,X*ｸ.�.h*H,�2�����

の 劍,ﾈｬ�5�,X自�ﾊ)�ﾈ,��+h+ﾘ轌;�,ﾈﾝﾘ.雲ｸ,�,(*(,Hﾉ�:(+Rﾈ����,R�

佗 �� 亳�ﾉKﾘ�+x.停� �,ﾂ�

成 剴��ｼh��������侭Kﾘ��ｲ�况��

ど 劔�8ｻ8踪,X,ﾈﾉ�:"����

共 劒X�ｼh,ﾉKﾘ�/�:X-ﾈ*bﾉ4ｹ��,稲越x,H,ﾉtﾈﾏ��ｸ.(ﾌ)�ﾉmｩUx,ﾂ�冑��

過 堤 徳 劔�99i�ｸ,�,(*(,HﾜHﾉ�:(+x.停��;��

I 

指導計画の反省と連絡カードの活用 

･一人一人の生徒が自分の個人目標をどのような指導や手立 

てで達成することができたか,生徒の変容を踏まえながら確 

認し,教師間や保護者との共通理解を図る､○ ��

･個別の指導計画へ...o 

図1　授業づくりの流れ
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2　授業づくりの前に

○　個別の指導計画の作成と共通理解

わたしたちは,まず,個別の指導計画を授業づくりへ生かすことが 〇一〇一〇●` できるように,｢教育的ニ-ズ｣や｢重点目標｣｢短期目標｣について鬱 

全教師で共通理解を図ってきた.そこで,｢学部ミーティング｣ 

において,より積極的な意見を導き出すために次のような 

取組をしてきた｡ 

｢付せん大鶴!｣ 会議の場面で,提案されたことに対してなかなか意見を言い出しにくかつたり,つい口ごもつ 

てしまったりしてしまう...ということもある.そこで,だれもが自由に活発な意見を述べる ��

ことができるように考えたのが｢付せん大作戦!｣である｡(資料l) ��

これは担任から提案される｢個別の指導計画｣にかかわる提案について,全員が憲兄を出す, ��

というものであるo担任は提案するものを紙面にて全教師に配付する○各教師は,配られた提案 ��

を見て自分の意見を付せんに書き,それを添付して担任に返却する｡返却された付せんは担任が ��

集約し,再度担任間で検討する○みんなからの意見を受けて,見直した方がいい点は見直してい ��

くのであるo担任間で意見がまとまらなかったり,みんなで一緒に考える方が望ましいようなこ ��

とについては学部ミーティング(個別の指鷺計画作成のシステム)の場で採り上げて,審議を深 ��

めることにした. ��

当初は,このような取組自体に不慣れであったり,やはり意見は書きにくいという意識もあっ ��

たりしたが,全員が自分の立場に置き換えて｢意見｣を述べることを前提として取り組むうちに ��

多くの意見が寄せられるようになってきた.このような方法を取ることでこれまで協議の場で ��

ばなかなか出なかった問題提起や新たな提案意見が多く出るようになった.このように,教師全 ��

員で共通理解を深めながら指導の充実を図ることができた. 

(保護者と)

｢個別の指導計画｣の作成に当たっては, ｢保護者や本人の思いや願い｣を十分に踏まえ, ｢教

育的ニーズを語る会｣や｢教育相談｣などの機会に保護者とも十分に語り合い,お互いに認識し

合いながら作成している.担任は｢保護者の思いや願い｣を十分に受け止め,それぞれの考えを

出し合い,現在の生徒の状態橡や目指す姿を共に語り合い,お互いに照らし合わせながら.令,

必要なことは何か考えていけるように努めている｡

このように,個別の指導計画を教師間の連携と,保護者との連携の基に作成しながら,一人一

人の生徒について｢どのような生徒なのか｣ ｢何を大切に考えていけばいいのか｣など　生徒の
I

中心的な課題を明らかにし,共通理解を図ることができるように努めてきた｡
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3　授業の設計

( 1 )生活単元学習の指導計画の検討

生活単元学習の授業の計画に当たっては,基本的には現行の年間指導計画を基にしながら,各

単元の担当者がその年度の生徒の実態や個別の指導計画を踏まえて計画･立案し,全員で検討し

ている｡指導目標の検討では,昨年度の反省や引き継ぎ事項を受けて,本年度の生徒たちの実態

や個別の指鷲計画と照らし合わせながら,この単元で　特にねらいたいことをみん恵で検討し,

指導目標を設定している｡そして同時に,指導目標を達成できるような,学習内容や学習集団編

成についても検討している｡

このように,個別の指導計画を生かしながら検討することで,一つの単元の中で,中心的にね

らっていきたいことが焦点化され,より具体的なねらいが設定できるようになってきた｡

(2)個人目標の設定

新しい単元の指導計画を検討し指導目標や学習計画が決まったら,次は個人目標を設定する｡

担任間もしくは授業担当者間で,個別の指導計画を生かして特に中心的にねらいたいことを明ら

かにし,個人の指導目標を設定し,必要に応じて複数の教師で検討する｡個人目標を設定するこ

とで, ｢この単元において,この生徒にはこういう力を伸ばしていきたい｣ ｢この生徒について

はこのような学習場面を設定していきたい｣ ｢この目標を達成することができるためには,この

よう恵手立てが適切なのではないだろうか｣など　より一人一人に応じた学習場面の設定につい

て,考えていくことができるからである｡

個人目標の設定について

く二) 

この生徒の｢主体的な姿｣とは 

どういう姿だろう? 
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｢こう変わってきた!目標の鮒｣

※　｢なかまの家に泊まろうIや｢かいもんキャンプへ行こうiの場合

これまでの宿泊に関する学習では, ｢集会係｣ ｢レクリエーション係｣ ｢キャンドルサービス

係｣など　いくつかのグループに分かれて,友達同士のかかわり合いや協力,役割分担や役割

意識などにねらいを当てて取り組んでいた｡しかし,本年度の生徒の個別の指導計画を見てみ

ると｢自分のことは自分でできるように｣ ｢できることを最後までする｣などの課題や目標が

多く挙げられていることが分かった｡そこで　より身辺処理面に重点を当てて指導目標や指導

の場面を設定してきた｡

ただし,個別の指導計画を見て｢友達とのかかわり｣や｢協力｣ ｢役割意識｣などの課題や

目標が重点的に挙げられる生徒については,それらに即した学習活動を設定し,授業の中で対

応していくことにした｡

また,個人目標設定に当たっては,単元の学習を通して, ｢こんなふうに主体的になってほ

しい｣という,具体的な姿をイメージしながら検討していくことにした｡しかし,実際に一人

一人の個人目標を一覧にして書き表してみると,各学習グループによって個人目標のとらえ方

がまちまちだったり,表現が具体的ではなかったりした｡また,生徒によっては,具体的な目

標を立てることが難しい生徒もいた｡しかし,試行錯誤する中で　個人目標は　この学習を通

して｢こんな主体的な姿になってほしい｣と思い描き,その姿を想定し(目指し)て,それに

近づけるようなねらいを立てようということを,お互いに認識し合うことができた｡また,こ

こでも, ｢肘せん大作戦!｣を取り入れるようになった｡

｢ ※このように,それぞれの個別の指導計画を 

読み取りながら,より焦点化された目標が設定される 

ようになってきた. 
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4　授業の展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1)授業担当者ミーティング

設定した個人目標を,いつ,どこで　どのようにして達成することができるようにすればいい

のか,どのようにして,より一人一人に応じた指導をすればいいのか,個人目標の具現化につい

て,授業担当者ミーティングを通して検討し,実践へつなげてきた｡

場の設定は?

教師のかかわりは?

教斌･教具は? 活動の展開は?

生徒がより主体的に活動することができるようにするためにはどうすればいいか,ということ

について,わたしたちは授業担当者ミーティングを通して検討している｡中でも,個別の指導計

画の｢全体像｣の欄に述べている｢指導方針｣は,具体的にどのような指導をすればよいか,ど

のような手立てが有効か,など検討する際の参考資料となり,実践へつなげることができる｡

I,--.-H君には視覚的な..-.BIj.: 

情報が有効だね. 

個別の指導計画 

K君には, 

具体物を提示した方が -,.-分かりやすいんだね｡-..:..-.ititi. 

m_≡. 

個別の指導計画
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i..年｢見通し｣が持てる 

急,,.....ような工夫をしようo 

個別の指導計画

Jf.-...-.-.....L君のやる気は十分に.....i,it 

-.._認めていこうね. 
I.-.,.iL 

- 

個別の指導計画



実際の指導に当たる際に,わたしたちが特に大切にしていることは次の二つである｡ 

見通しが持てるように ��i6ｸ齷�x*ｨｴ9WH*(+ﾘ.なﾖﾈ*h+ﾘ.�,X*ｸ.�.h*H,�� 

見通しが持てるように

生徒が｢やってみよう｣ ｢やってみたい｣と意欲的に活動に取り組んだり,興味･関心を持って活

動に取り組もうとしたりすることができるように,わたしたちは｢見通し｣を大切にしていきたいと

考えている｡

今日は何をすればいいのかな.,?楔はどうすればいいのかな?-I--: 

や.読経聾= 

mm!iiiiiiiiiiiiiE 
_,,.35::::::::`､､`''''--"'､､､､よく分からないから--できないぞ日 

しかし,自分のすべきことがしっかり分かると･ 〟 ･

こうすればいいんだな9.. �-8-�-8-篷Zｨ*�,�+ﾘ+ﾂ��

よし,できそうだ! �.(,�,H-ﾘ.h*B��

また,生徒によっては,同じ活動の繰り返しの中で,自分のすべきことが分かって,一人でするこ

とができるようになる生徒もいる｡そのような生徒についてはできるだけ,手続きの分かりやすい活

動を設定したり,同じ活動を何度も経験することができるようにしたりして,見通しを持つことがで

きるようにする｡

臆iiiiii臆臆ii冒 

何回もやつたからバツチリだよ○ �ｩ�ﾈ,X.�,X*ｸ+ｸ*H+���
テ二つ臆臆園 

ミミ∴ ��冒iii重言要害!!!!葵 塔ラvY|｣ャ�(耳���

このように,生徒自身が自分のすべきことについて見通しを持ち,より自分でできることが,わた
l

したちが考えている｢主体的な姿｣へつながるといえる｡
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生徒自身が気付いたり.考えたりできるよっに

もうひとつ,わたしたちが大切にしている観点に｢気付いたり,考えたり｣することが挙げられる｡

生徒がより主体的に活動することができるために,一人一人が,より自分自身で気付いたり,考えた

りすることができるようになってほしい,と願っているからである｡そのためにも, ｢段階的な手立

て｣を中心的な手段として取り組んでいる｡

よし, ��ぼH�ﾈ爾譏�ｸ���+h.�*�鵁,ﾈ7�986x+粨+X,�*�.一兒ｨ,Xﾖﾈ*h,H*ﾘ.ｨ.b�� ��

このように,生徒がじっくりと自分自身の力で課題解決することができるように,わたしたちは生

徒の状態をじっくりと見据え,生徒が自分自身の力で気付いたり,考えたりする状況を確保しながら,

一人一人に応じた手立てで段階的にフォローしていきたい,と考えているのである｡
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また,この｢段階的な手立て｣を考える際に,一度にたくさんのヒントを出してしまったり,生徒

一人一人の特性を十分に踏まえた手立てになっていなかったりして,生徒を混乱させてしまわないよ

うに,より一人一人に応じた手立てを図りたいと考えている｡

｢一人一人崩陸手立て｣?

∴-､∴∴∴1Si 倩ｸｦ�H肩,ﾄﾘﾄ�-h,ﾒ闔ｨ自?�耳耳耳璽ｪ�� �� �� 

｢言葉掛けだけでは十分に伝わらないことが多いので...｣ 

(Dカードを準備しておこう 

②実物を示してみよう ③教師のモデルを見せよう 

この, ①番目の手立てひとつを考えてみても, ･ ,

O r文字カード?｣ ｢絵カード?｣ ｢写真カード?｣

･ 〟 ･M君は,どのカードが分かりやすいかな?

O　｢直接的に?｣ ｢間接的に?｣

･ ･ ･直接M君に見せなくても,みんなに見えるようにすれば, M君は自分で気付ける

かもしれないね｡

O　｢同時的に?｣ ｢継次的に?｣

･ , ･一度にたくさんの情報が入ってくると, M君は混乱してしまうかもしれないね｡

このように,一人一人の特性に応じてきめ細かな対応ができるように,生徒一人一人に応じた手立

ての在り方を検討し,工夫してきたのである｡

響預bJt'? � 

圃耕鴫 

請.eo> 
一〇一°ヽ 

o 

9､も 
菓 定�"�

⑱ 
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｢こう変わってきた!学習計画表! ｣

中学部では,生徒が見通しを持って学習に取り組めるように,全ての単元で導入時に,学習

計画表を使って単元全体の学習の流れについて確認している｡

これまでの学習計画表は,一枚の紙に学習内容ごとに｢日時｣と｢学習内容(写真付き)｣

が書かれたカードで,教師が中心的に作成し,日めくり式にして,生徒と一緒に確認しながら

利用していた｡しかし,生徒にとっては, ｢いつ｣ ｢どこで｣ ｢何をするのか｣の3つの情報が

分かった方がより分かりやすいこと,また,日めくり式ではなく,カレンダーの形式で,学習

の本番(宿泊の日や行事の日)までを見通した学習計画表の方が,単元全体の見通しが持ちや

すいことなどから,この形式に変えてきている｡

作成も,自分たちで写真カードを張り付けたり,学習内容を書き込んだりして作っている｡

作成しながら教師の働き掛けにより, ｢あれもしないとね｣ ｢こんなこともしようよ｣と相談

する姿も見られるようになった｡また,毎時間,終わった学習には, ｢×｣を付けていったり,

下校の前に明日の学習を確認したりして,学習計画表の活用度は高くなってきているといえる｡

しかし,この形式がすべての生徒に有効な情報だとはいえない｡生徒によっては,学習内容

が分かるような写真(絵)カードを提示したり,直接,月ごとカレンダーに書き込んだりしな

がら,一人一人に応じた対応をしている.

｢ このように,｢見通し｣｢気付いたり,考えたり｣ 

いう視点を大切にした授業づくりを心掛けているo 

一三重き ∴∴∴ i 千 一0..義 + ∴∴ ��c｢�vｸ��� 

譲頼嗣閏一一一一 ��-∴当∴言 直高二両丁重丁重｢す音 .夢. 申懸一幸漕軍事｢暗 証,?1､.日 '一一, r,一一､'n,_ ∴∴∴ -iI ーノ ･二鑑滅_tL-'{ ������b�榑篥｢�
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(2)全教師による検討

わたしたちは,生徒がより｢見通しを持って活動してほしい｣ ｢自分自身の力で気付いたり考

えたりしてほしい｣と願っているが,実際の指導の場面では,生徒が考えている時間にもかかわ

らずそれをじっくりと得てなかったり,つい急がせてしまって必要以上の手立てを図ってしまっ

たりすることが少なくなかった｡そこで,生徒の主体性を引き出すための指導方法の在り方につ

いて,以下のような場を通して相互研修を深めている｡

ケースワークによる検討 � 

ある生徒の,ある授業における活動場面を想定し,その生徒が｢気付いたり,考えたり 

しながら｣具体的な行動目標を達成することができるための手立てや,その有効性につい 

て話し合い,共有し合うことができるようにした.このとき,より多くの手立てを出し, 

共有することができるようにしたoこのような検討を通して,具体的な生徒の様子を想定 

してその行動について分析したり,具体的な手立てについて話し合ったりすることができ 

た｡ 

授業分析による検討 

対象となる生徒の授業を,VTRに記録し,それを見ながら,生徒が｢この時間の具体 

的な行動目標を達成することができたか｣,｢気付き,考えることができたか｣,｢教師はそ 

のための有効な手立てを提供することができたか｣という視点を持って,学部教師全員で 

分析した.その中で,教師自身が,授業の考え方,生徒の見方に気付いて,それを教師間 

で共有することもできた.また,次時の授業計画や指導につながる情報を共有したり,秦 

庭との連携の在り方について具体的に話し合ったりすることができた｡ 

その他(日常的な会話の中で) 

｢○○君は,こんなことができたよくできるようになったよ).｣｢今日はこんな写真を梗 

つたら分かりやすかつたみたいだよ｣｢○○さんには,どんなやり方がいいのか悩んでい 

るんだけど..oいいほうほうはないかな?｣など,生徒の変容について語り合ったり, 

指導における悩みなどを気兼ねなく相談したりできる雰囲気を大切にしてきたo担任,担 

任以外にかかわらず,中学部のすべての生徒について日常的に話題にすることが増え,授 

業の様子だけでなく日常生活の様子について情報交換したり,手立ての方法について話し 

合ったりするなど生徒の全体像や細かい実態について,より共通理解することができる 

ようになったo 

このように共に授業の反省をする中で,故師の 

漆それぞれの専門性を生かしたアドバイスを出し合うことで I+.I.I.I. 
'':鷲:.i婆,:._適切な手立ての有効性や目標の妥当性についても両検討し 

次の学習に生かすことができたo 
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(3)保護者との具体的な連携　　　　　　　　　　　　　　　　　

このような研修を深める中で,同時に,家庭との具体的な連携の奄り方についても深めること

ができた.わたしたちは日々の連絡帳のやり取りで伝え合ったり,登下校の送迎の際に,直接会

って話をしたりと,生徒たちの様子恵どを伝える機会はある｡しかし,それだけでは｢十分に連

携が図れでいる｣とは言い難い｡

わたしたち教師の願いとしては,

｢どうして,授業でこういうことをするんですか?｣ 

｢家では,自分でしないんです｣ 

｢家では,つい親がやってしまいます｣ 

こさ葛""教1 〟 ･ ･という憲兄も多い｡

それは,活動のねらいやその意味が十分に伝わっていなかったり,自分でする(できる)状況

づくりができていなかったりするためではないかと考えた｡

そこで, 辻�

･生徒の主体的な姿を共に思い浮かべよう. 

･ねらいについて十分に伝え合い,共通理解を図ろうo 

･取組や手立てを具体的に伝えたり,共に考えたりしようo 

･自分でする(できる)状況づくりを共に考えよう. 

そのためにも

など互いに認識することができた｡

VTRや写真を一緒に見ながら説明する 

実際の様子を参観してもらったり,授業に参加してもらったりする 

写真カードや補助具など実際に使った教材.教具を紹介する 

このような機会を槽やすよう心掛け,共通理解を図り共に納得しながら取り組めるようにして

いきたいと考えている｡
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5　授業の評価

(1 )生活単元学習の指導計画の反省

ある単元の学習が終了したら,指導計画についての反省を教師全員で行う｡

○　指導目標の反省

《指導目標(全体)の設定は妥当であったか?》

単元開始前に設定した指導目標が,学部の生徒たちの中心的なねらいとして適切であった

か,個別の指導計画を反映させていたかどうか,指導目標設定についての反省をする｡

○　指導計画の反省

《指導目標に迫れるような学習の大まかな流れは適切であったか?》

指導目標に即した学習活動が展開され,また授業時数や学習集団の編成は適切であったか

など　全体的なことについて反省する｡

○　各学習グループごとの反省

《指導目標に即した学習活動を展開することができたか?〉

各学習グループにおける生徒の目標達成度や変容(成果と課題)を報告し合い,また,有

効な指導や手立てについて情報交換し合い,共通理解を図る｡

また,年度末には,単元の配列や実施時期などについても再検討していく｡

｢こう変わってきた!授業の評価｣

これまで評価では　指導目標の反省や指導計画を反省し,その反省点や検討課題を次の学習や

次年度への学習に引き継いできた｡また,学習を通しての生徒の変容(成果)や課題を確認し,

次の学習や次年度への学習に生かしてきた｡

しかし,個別の指導計画を生かしながら授業づくり､をしている中で,保護者とも一緒に具体的

に評価し合い,共通理解を図りたい,という思いから｢連絡カード｣を作成することにした｡連

絡カードで生徒の変容(学習の成果)とその手立てを記入して確認できるようにした｡また,煤

護者からの感想や意見を記述する欄を取り入れた｡ここで保護者から寄せられた感想や意見,質

問などについてもお互いに認識しておき,生かせることについては次の学習へ生かすようにした｡

また,保護者と共通した具体的な取組ができた例や,具体的な連携が図れた例などお互い､に挙げ

相互に認識し合うことができた｡
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(2) ｢連絡カード｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

評価を十分に行うためには,単元や-単位時間ごとの明確な指導目標の設定,具体的な指導計

画及び実践,活動中の様子や活動終了時の変容に関する十分な情報の獲得が重要である｡そこで

中学部では,単元終了時の記録に｢生活単元連絡カード｣を作成し,活用することにした｡

これは,授業担当者と担任が共に作成し,作成後は学部教師全員で,全生徒の｢連絡カード｣

について共通理解及び,検討を図るものである｡そして,保護者にも伝えるという役割を持つこ

とから,分かりやすく明確な記述を心掛けている｡また,学校でもコピーを保管することで　次

の単元や次年度の学習における引継ぎ資料としても活用することがで5,記録の蓄積をすること

ができる｡

｢棚価値十耕運約-ド｣ ｢単元の個人目標｣｢担任から一言｣ 

授 �(ｨ�:�,ﾉvﾈ��2��ｨ,ﾈ雹5�,R�%2��i6ｸ,ﾉ?ｨ�ﾙ�hｨり���H/�ﾖﾉ{b�� 

莱 嫡Hｨ�:�>�vX+X+ﾘｫI�ｨ.(�8ﾊ��� 

担 ��ｾ��ﾉ4�,育y;�_ｹd�D2靺�ﾎ8,ﾉ�hｨ�,��h*�+�+ｸ*H,械�� 

当 �(轌;�ﾈｸ悗��i6ｸ,ﾉ¥�X4�6�6�485�,�,r�� 

者｢活動の様子(写真)｣ 

*クリアファイルに入れ保護者の手元へo 

保 �)]ｸﾎﾈ�(*�.z2�冩 

護 唸ｫI�ｨ.(�8ﾊ�,�,x,ﾈ5(8�986r�

者 唸彿.ｸ,X.�竧.��x-�+ｸ*H,�+�,b稲h.��x/�,X*(*ｸ+ﾘ*(+�,b剃"�

l*コメントを書いて提出oT*コピ_を取って返却 

担 �5(78�ｲ���･教育相談等における資料 

任 唸ﾌ)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯7H4�488ｸ,兢ｸｬr�

･次年度引 �*ｸﾇ�*ﾈ��{��

図2連絡カードの仕組み(資料2) 

し.二二二二二二 



0　教師間で

~　教師間での共通理解が十分に図れていないと,評価を生かした次への取組ができなかったり,保

護者への十分な説明もできなかったりする｡そこT,作成された｢連絡カード｣を基に,生徒の成

長や発達を共通理解する機会を作った｡同時に,個人目標の妥当性や指導方法の適切さなど　教師

側の課題も話題にすることで,次の単元や,次年度の取組へと生かせるような評価の在り方を探る

ことができた｡

　今後,個別の指導計画における｢重点目標｣や｢教

育的ニーズ｣などについても,目標の妥当性や内容,

具体的な指導方法･支援等を再検討することができる

ようにしていきたい｡

0　保護者と

それぞれの生徒の課題について,学校と家庭とで共通した取組ができることはとても重要なこと

だと考える｡連絡帳や,登下校の際に話す機会を通して,日常的割高報交換はしているが,もっと

具体的に取組を伝えていきたいという思いから,単元ごとという短いスパン7,より具体的な情報

が書かれた｢連絡カード｣を教師間だけではなく,保護者へも提示することにした｡

次ページの｢保護者の意見｣にあるように,保護者にもなかなか好評である｡具体的な状態や支

援の方法について共通理解できるので　日常会話や教育相談の場面でら,より具体的に情報交換し

たり,指導の手立てについて一緒に考えたりすることができるようになった｡

また,保護者が取り組んでいきたいことなどをコメントとし

て記入してもらい,手元にあることで取組への憲識付けを図

ることができたC.

このような,学校と家庭の一体的な取組を通して,より生

徒の主体性を引き出すことができるようになるのではないが

と考える｡しかし,実際には　取組の意図が十分に伝わらな

かったり,具体的な手立てについて共有することができなか

ったりすることも少なくない｡今後,更に保護者との連携を

深められるような具体策を,検討していく必要があると考え

る｡
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ここで,連絡カードについて寄せられた保護者の意見を紹介する｡

｢大輔!連緋-ド｣

*　楽しみ!

｢分かりやすく書いてあるので様子がよく分かり,毎回カードを見るのが楽しみです｡｣

｢おじいちゃんやおばあちゃんも見ています｡｣

｢写真付きなので子供と一緒に見ながら話を聞いたり,頑張ったことを褒めたりすることが

できます｡｣

*　｢あゆみ｣として!

｢ファイルに入っていて手元にあるのでいつでも読み返すことができますね｡｣

｢来年の学習の様子と比べることができそう｡子供の変容が楽しみです｡｣

｢･ ･ ･実は,これまでのようなぎっしり書かれた文章だけのあゆみは,あまりよく読んで

いなかったんです｡このカードなら読む気になります｡｣

｢アルバムみたいに,成長の記録として長く保存できますね｡｣

保護者からばこのような意見を聞くことができ,冶かなか好評である｡連絡カードを使って

更に教育相談などで保護者と共に具体的な取組について考えていくこともできた｡また,授業

参観などの機会に実際の指導場面を見てもらったり,授業に参加してもらい指導の場面を共有

し合ったりすることで,学習の様子や手立てなどについて,ますます具体的に伝わりやすくな

ってきた｡

このように生活単元学習で取り組んだ｢連絡カード｣が,保護

者にとっても｢分かりやすい｣と好評だったこともあり,授業の

評価をそのまま｢あゆみ(通知票)｣として通知できるように,現

在,他の指導の形態についても同様の評価表を作成し,あゆみにして

いる｡これに個別の指導計画の書類も加えファイルにとじ込んでいき,

｢個別の指導計画ファイル｣として取り扱っている｡

E一品∴.二間掠-j圏彊轡〝.由闇 

｢あゆみ｣として,｡, ��

*連絡カードの書式については,指導の形態ごとに書式を検討,作成中である｡生活単元学習 

の連絡カードと同様に,ねらいや指導の手立ての方法,生徒の様子など写真を加えて保護者 

が見やすいようなレイアウトや内容になるよう心掛けるo 

*保護者に渡す時期は,単元(題材)ごとや学期ごと,前期後期など各指導の形態ごとに考 

慮し配布するo 
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( 3 ,L　個別(,I)1旨･.'t:'言直_/＼

授業づくりを通して見えてきた生徒の変容や,ますます明らかになってきたねらい,有効な手

立てなどは,また個別の指導計画を振り返る機会となった｡

授業を通して,生徒のこんな変容が見られたね｡ 

様式1教育的ニーズ集約--m:-_-_._ 

状態像 仆8孜4倅�?�5�� 倬�,ﾒﾈ+�/�,�(ｻ8孜4�6ｨ�ｸ5�8*｢�

新学期当初の こんなふうに �(�9�I�ﾊ8.�ﾂ�柵� 考えられるんじゃないかな? 

変わってきたねo � 

授業の中で,○○さんへはこんな手立てが有効だったね｡ 

式2重点目標指導計画ー 

短期目標 ����

指導の場 �� �*�,ﾈ詹zx,H,ﾒﾉ%ｨｯｩmｩUx,ﾈｾ��ﾉ4�,�(辷腕�

支援の ��末停粐粐粐�,ﾈ詹zx,J8,�.�,ｩw�+x.�/�+h.�,�*(*�,ゅ辻篦粐ﾂ篦��

手立て 剪�

このように授業担当者間や担任間で話題になることはあるが,規段階では.教師全員でそれら

を互いに認識したり,実際に個別の指導計画へ反映させたりすることができているとは言い切れ

ない｡今後大切にしていきたい視点である｡
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研究のまとめ

研究内容1

生徒一人一人にとって大切にしたいこ

とやねらいたいことを明らかにする｡

展

研究内容2 

自分で気付いたり,考えたりすることがで 

きるような手立ての在り方を明らかにする○ 

個別の指導計画の作成と共通理解

｢学部ミーティング｣や｢付せん大作戦｣,また｢教育相談｣や｢教育的ニーズを語る

会｣を通して,一人一人の中心的な課題や,一人一人に応じた指導方針を,学部教師全員

及び保護者と共に明らかにし,共通理解することができた｡特に｢付せん大作戦｣は,よ

り活発な意見のもと作成することができ,その結果,全員の共通理解につながった,とい

う点において有効な手段だったといえる｡

目標の検討

授業における指輩目標･個人目標の設

定が,生徒の主体的な姿を見据えて,よ

り具体的になった｡そのために,目標の

具現化が図りやすくなった｡

指導計画の検討

指導目標を達成できるような指導計画や学

習集団編成について,昨年度の反省も踏まえ

ながら,より具体的に検討することができる

ようになった｡

授業担当者ミーティング

目標が具現化されてきたことで,目標

に応じた授業の展開を具体的に考え,実

践できるようになった｡また,チームテ

ィーチングの活性化につながった｡

授業担当者ミーティング

実際の授業場面において,生徒が見通しを

持ったり,自分で気付いたり,考えたりでき

るような活動を工夫するようになった｡

また,教師全員で共通理解を図った,個別

の指導計画の指導方針を基に,一人一人に応

じた手立てを検討し,実践できるようになっ

た｡

●実践に当たってia,大切にしたい観点を基に検討し工夫し 

ているが,｢全教師が｣｢どの生徒に対しても｣同じような 

手立てが図れるように,更に共通理解を深めたいo 

-80-



価

授業分析やケースワーク 

単元の途中で,教師全員で授業分析やケースワークを行うことで,手立ての有効性や目 

標の妥当性について検討し,次の授業へ生かすことができた｡教師それぞれの専門性が生 

かされ,それを共有することができたとともに,日常的な場面でも今まで以上に,共に悩 

みを語り合えるようになってきた○ 

_遷監 

保護者との具体的な連携 

目標や手立てが具体的になってきたことで,保護者とも実際の場面を例に挙げながら, 

共に考え,共通理解を図ることができた｡また,日常的なコミュニケーションに加え,V 

TR視聴や授業参観.参加などの場面設定や,教材.教具の共有などより具体的な連携 

を図るようになってきたo 

個人目標の反省 假hｼh,ﾉKﾘ��

目標を明らかにしてきたことで,単元 �ｩ�ﾈ自�ﾈ,��+h+ﾘｾ��ﾉ4�,稲越x,H/�k�.x*��

終了後の生徒の変容の把握がしやすくな �,�+X����+X,H*ｸ+ﾘ+�,h,X詹zx,H,ﾉtﾈﾏ��ｸ,��

り,また目標の妥当性についての評価が 深まったo �,(*(,IUﾘ廁+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ�����

＼ 

連絡カード 

連絡カードによる取組により,生徒の学習を通しての変容だけではぬく,教師または保 

護者の取組方やかかわり方などについても,互いに評価することができ∴次の実践場面へ 

生かすことができた.また,写真の掲載やファイリングにより,見やすさ分かりやすさに 
＼ 

加えて,記録の蓄積にもつながったoこれらのことから,連絡カードの作成と活用は有効 

だつたといえる｡＼ 

曝､､ 
個別の指導計画へ..〟 

●単元の個人目標設定時や授業担当者ミーティングにおいて,個別の指導計画を活用す 

ることで個別の指導計画の内容そのものが話題になることも多くなった｡しかし,覗 

段階では全員で共通理解を図ったり,具体的に個別の指導計画へ反映したりできてい 

るかば疑問であるoよりよい個別の指導計画の作成に向けて,今後の課題といえる! 

●　このように個別の指導計画を生かした授業づくりをする中で　取り組んでよかったこと

やその成果はいくつか挙げることができる｡しかし,実際の指導の充実を図るために,よ

り有効なことを,より効率的な手段で取り組めるように,更に検討していきたい｡
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● 研究内容1研究内容2 

生徒一人一人にとって大切にしたいこと 俾兒ｨ,Xｴ9WH*(+ﾘ.なﾖﾈ*h+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

やねらいたいことを明らかにする｡ �.�.h*H,稲越x,H,ﾈﾝﾘ.雲ｸ/�k�.x*�,�+x.��ｲ�

･...,...;寵gi嚢ii潔gRR... 

このように,生徒一人一人にとって大切 �+�,ﾈ.h*H,鎚齷Zｨ,Xｴ9WH*(+ﾘ.なﾖﾈ*h+ﾘ.�+r�

にしたいことやねらいたいことを明らかに �.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,稲越x,H,ﾈﾝﾘ.雲ｸ/�k�.x*��

してきたことは,生徒自身も｢自分はこれ �,�+X,H*ｸ+ﾘ+�,h,ﾒﾉ�i6ｸ齷�x*ｨ齷Zｨ,X攣�亜�ﾈ��

を頑譲るんだ｣という時や場面が分かり, �+X.h*H,h+x.�8�/�ﾘ(-�6�888ﾈ985x+X.h*H,b�

その憲誠や意欲が高まってきたといえる｡ �+x.�9w�-h,h,(,�*ｨ,(+ﾘ,h*(*h.��ｲ�

このような取組を通して,主体的になってきた生徒の姿が見られるようになった｡

..揆:::::※::.-".:-:::I:I:i.:.シ:諒1.. 

自分のことば自分でできるのに､人 ��

からの手助けを待っていることの多か 

つたⅤさんo自分でできるまでは｢じ 

つくり待ちましょう｣ということで､ 

学校でも家庭でも取り組んできまし 

た○今では｢自分でする｣｢自分でし 

たよ｣という言葉がよく聞かれるよう 

になりました. 

i.詰三雷喜一i霊諒雷二塁諒曲 

自分のペースで活動することの多い ��

Ⅹ君○集団の中で友達とのかかわりを 

大事にした取組をしてきましたo家族 

で出掛けたときなど｢今度はクラスの 

みんなで行きたいなあ｣という声もo 

｢〇番が頑張っているから僕も頑嬢ろ 

う｣と,友達を意識した意欲的な姿が 

見られます○ 
〇〇〇SSSS喜SS鵜SSSSSSSSSSSS賀SSSSSSSSSSSSSSSS〇〇m ��
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一一.一発発議-. 

明日学校に持っていく物を写真カ ��

-ドでチェックしながら自分で準備 

するようになったW君○椿油学習で 

の荷物調べの学習から,家庭でも取 

り組みました○できるだけ自分で準 

備できるようにと,彼の物を入れる 

場所を決め,自分で準備しやすいよ 

うな配慮もしていただきましたo 

意思表示をすることがあまりなく, 

受け身がちな様子の多かつたY君○ 

できるだけ本人の意思を引き出した 

いという思いから,自己選択できる 

場面を積極的に設定するようになり 

ました.最近では,自己選択の場面 

での意思表示がはっきりしてきて, 

憲欲も見せるようになりましたo 

(文責:黒木)



資料l

様式2 :重点目標指導計画表

｢付せん大作戦! ｣ ～短期目標の設定において～

氏名 啝����ｧyYF�(c�D����ｴﾉ?ﾈ�&�%9D6俥ﾉ�ﾉ?､兌ﾙ�ﾃ�ID綛ﾈ��

全体像からとらえた 重点目標 剿�ｩ事を守り,自分で考え判断して行動する力を身に付けることができる○ ･忘れ物をしない｡ 

重点目標設定理由 剿{生徒は,通常のコミュニケーション面では特に問題もないoまた,自分で考えて行動することがで 

きる｡生活年齢が高くなるにつれて,自己の責任感も芽生えつつある｡そこで,社会に出るために最 
低限必要な約束を守ることを徹底し,｢忘れ物をしない｣ことに重点をおいていきたいoそのために, 

準備物のメモを取り,それを見て自分で準備することを徹底していきたい○ 
このことで,責任感,約束事の厳守などの力が付き,将来の社会生活につながっていくものと思わ 

れる｡ 

短期 唸��OYZ�,ﾈ8�8(/�竧.な齷Zｨ,X���勍登校後忘れ物がないか確認し, ��

目標 儖X+x.�+�,j��剳�垂ｷることo 

指導 �?ｨ�ﾙ�hｨ�,ﾈ轌;��剴叝岦ｶ活の指導 ��

の場 �i.ｲ�刮ﾆ庭 

支援の 唳x)?ｨ,儺ｹwh,瓜�,ﾈ8�8(/�ｴ�.�,ﾂ�勍翌日に必要な物のメモを帰りの ��

会前にノートに書き込み,担任が 劍檠��,�6ﾘ�ｸ6x,傚�*ｸﾙ�-ﾒﾉ%9D8*｢�澄始めは教師と一緒に確認ー:≡ 

確認する○ 劍ｦﾙDh+x.��ｲ�攣して｢忘れ物はなかったね,婆 
･家庭においてit,前日のうちに 劒X彿.ｸ,�*�*(,H,ﾒﾉ��?ｨ,ﾈ*H+�,��雛し｣｢忘れたね,残念｣ 

メモを見ながら,なるべく一人で準 劍8�8(/�ﾊ�,�*ｨ.x,�.�-x*ﾘ自�ﾈ,X��OR�薫とそばで確認するくらいが;;;; 

備するように言葉掛けを行う,, 劍+x.�.h*H,侏駢Hｧﾈ*�/�ﾗ8*B��ｿ�｢wDﾅ�e2�鸞いいと思います○…;≡ ･.ti.,::,I:I:I:I:I,;,鵬輪湖::::;:i,:..蜜 
･準備がスムースにできるよっに, (どこに何があるかすぐに分かる 劒Yz(釐ﾎ2ﾈｻ8踪耳�,��:H.ｩZ�*｢�,�*(*丿ﾙDh/�+x.停�

ように)身の回りの物の管理をし 劒Ye�.ｩZ�*ｨ*�.�?ｨ.�,�*)?ｨ.�ﾉ¥r�灘 

手立て �,(*�.�+x.�.h*Hｧxﾕｨ,�*�*(,H.�ﾋ��剄Z後報告するように言葉掛けを行 ��ye�.ｩZ�/�+X+ﾘ,h*ｲﾉ�fﾈ+�ｩb�

葉掛けを行う. 劍*Bﾂ��;遮れ物をしないように意識萎 
･忘れ物をしたときの報告もしっ 劒Ye�.ｩZ�/�+X,�*�,(+ﾙ?ｨ.)_�ﾙ�*｢�馨を高める手立てはあります蛋 

かりできるようにする｡対処の仕 劍,X*ｸ+ﾙ?ｨ,ﾘ�Zｨ�ﾈ裴+Rﾈ4ｨ�ｸ6�,��:か? 

方が分からないときは,言葉掛 劍5h�ｸ8ｸ/�*8.宙6ﾒ�i. 

けなどのヒントを出すなどする○ 劒X彿.ｸ,X,ﾒﾉ]ｸﾎﾈ�(,傀�OYZ�,ﾈｦﾒ� 
･準備や報告がしっかりできたと きには,賞賛する〇 ･保護者と連絡を取り,共通理解 を図りながら指導に当たる(, 劔Dhﾎ2�6ﾘ�ｸ6x,佶�8+X,H.�.x*C�vB�

評価 橡mｩUx,ﾉ9�$)7���1学期の評価で｢家庭との連携がうまくいか霧,., 

B � ��ﾈ,�*)YIZｨ*ｨ*�,�+ﾚ8,h*�.�,ﾈ,Rﾃ(ｧxｯｨ,ﾉ��ﾆx�x��6ﾒ�
･メモをとることは定着している � 冖�/�ﾘ(-�.�+ﾘ-�,鎚ｾ��ﾈﾟB育�r�*ｨ*�.ｨ,�*(*)>YJﾂ�

が,家庭でそのメモを基に準備 いたいの､､まゝ � �,ﾈ,X,ﾘ,�*(,X+X.X*H*廿�R�

<手立ての有効性> 剳�+�ﾈ�ｨ�ｲ(�ｨ�ｨ�｢ﾊ2�

･家庭との連携がつまくいかない 部分があった. � ��
∴ 

･忘れ物をしたときに注意を受ー � 亢�.�,ﾈ檍,YM�*ｨ��*ｸﾙ�/�+陜yZ瓜�,ﾈ6ﾘ�ｸ6x,兢ｸﾎﾈ�(�3ｲ�

ることに過敏になっている面があ � ��*�.x,�,(�8+X,H.�.x*H,�,x,ﾈ詹zx,H/�竧,�,H-ﾘ+ﾘ.r�

つた′ノ賞賛をもつと多く心掛ける 必要がある∪ <目標の妥当性> ･保護者が一番望んでいるところ であり.現在そして将来必要な力 であるので妥当と,里われる一 � �*(*�*ｨ,X+X.X*H*尼�+��

-83-



資料2

生活単元学習連絡カード
平成14年7月19日

○　学校から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附属養護学校中学部

生徒名 �(hｧyYH�ｩD���ｨ�ｨ�ｨ�｢� 

単元名 �,�*�-ﾈ,ﾈ徂,僮�-ﾈ.ｸ*B�,寒 離罵 三で: 

めあて 唸ｧx�ﾇh枴Uﾈ.)?ｩ/iUﾂﾈｻ8踪,ﾈﾋ��wHｧﾈ*�/�訷ｧﾈ*�.�,�+X,Bﾈｨ�:�,��ﾊ�,ｨ+X/�鰄,�,H竧.��x-�+�,h*ｨ,R�･¥､-,i空... 打 J+ ,二..:,.縫恩帝罵''(...B i醗-撥筑貨認しこ. 

きるo 亦粨耳�ｲｲﾒｲﾂ��

言葉掛けや写真カードを手掛か りにして,入浴や荷物の準鯖を自 分でしょうとすることができる○ 唔�����y�bﾘx�'��ﾙｲ�-b�

実施期間 兌ﾙ�ﾃ�ID緝ﾈ���?ｨ��xﾈ��Y?｢�iB聴夢要談ー1日 

学習の様子 剪S任からのコメント 

入浴や調理,レストラン挟めなど楽しいことに 剽F達と一緒に楽しく参加するこ 

見通しを持って意欲的に取り組むことができまし 凾ﾆができました○｢自分のことは 

た.また,写真カードを見て荷物があるかどうか 剋ｩ分でする｣ことがもう少しです 

確認しながら荷物の準備をすることができまし 凾ﾋ〇百分でできる力は十分持って 
た.また,友達の様子を見て次の活動の準備をす 凾｢るので,その方を発揮できるよ 
ることもありました.しかし,友達が準備した食 凾､にしたいですoまずは,学校の 

器を自分のものとして使おうとしたり,友達が敷 剌�備(歯ブラシや体育服,タオル 
いた布団に濠ようとしたりすることがありました 凾ﾈど)は自分で準備してかばんに 

ので,少し時間を掛けてでも自分でできるように 剴�黷驍謔､に取り組んでほしいで 

待ちました.なかまの家の掃除(トイレ掃除)は, 凾ｷe 

とてもよく頑張っていましたo 

○　家庭から　(家庭記入欄になります｡お子さんのことで御自由にお書きください言

重義.章重義 俑�ﾎ2陷9�ｨ,Y�ｨ.��x-�+ｸ*H,�+�,b�

埠主立牟専it-,姦j巧 1--位右でまずし7--. 火かパ1-ンて.〝あLClで 桝や､L,.､(i--.料A著t'十音 素至で玉稿古河か､ので ならb,と摘ら-,--T洗物 ��(��.(�9&8+X�8.ｨv����ﾘﾈ蕀yY�靈��+ZH,(.�_ｨﾋ�:Hｻｨ+S�+�,ﾂ�

☆お願いTBLfSttla.-.cu 

この資料は生徒さんの生活単元学習の様子を御家庭へお伝えする資料です｡取組について記録さ

れていますので.大切に保管なさってください｡教育相談等にて活用する場合もございます｡

教育相談日までに記入して学校へ御提出ください｡コピーをとりお返しいたします｡
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